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スキルス胃癌は若年女性に多 く,そ の予後 も比較的

不良である。この事実からスキルス胃癌の増殖,進 展

における性ホルモンの何 らかの関与が考えられてい

る。今回著者 らは近年 Shimizuら 1)により紹介された

酵素抗体法を用いて,ス キルス胃癌における内因性

estrogen(E2)の局在について検討を加えたので報告

する。

検索対象及び方法 :当教室において昭和48年より同

58年の間に経験 されたスキルス胃癌の うち,今 回病理

学的検索が可能であった28症例が検索対象とされた。

内因性 E2局在の検索は Shimizuら の方法に準 じ行わ

れた.な お一次血清には Miles‐Yeda社 製抗 ヒト17β‐

estradiol-6‐BSAウ サギ血清を用いた。なお上記症例

の うち10例では,近傍非癌部粘膜組織におけるE2染色

の半」定も行われた。

結果 :図 1は 内因性 E2染色陽性Fllである。腫瘍細胞

の細胞質が主に染色されてお り,一 部の症例では核に

おいても染色陽性であった。染色性の判定は腫瘍細胞

における染色陽性細胞数 と染色強度により,十,±,一

の 3段 階で行なった。なお今回の検討では,十の症例の

みを E2染色陽性 とした。

今回の検索対象28例中,E2染 色陽性であったのは 7

例 (25%)で あった。一方,非 癌部近傍粘膜組織にお

いては E2染色陽性例は認め られなかった。性別での

E2染色性の比較では,染 色陽性率は男性で30%(6/

20),女 性で13%(1/8)であ り,男 性で陽性率は高かっ

たが統計学的に有意ではなかった。

考察 :組織内エス トロジェンリセプター (ER)の 局

在に関する検討は,近 年各種臓器の悪性腫瘍において

試みられている。 し かし,そ の多 くは生化学的手法に

よるもので,新 鮮標本が必要であ り,ま た約地仰 程度

の腫瘍量が必要 とされ るなどの制約 も多い。最近,

Shimizuら により,従 来のパラフィン標本を用いた内

因性 estrOgen局在の検索のための手技が報告された,

本手法では細胞単位 での検索が可能であること,

retrospectiveな検討が可能であることなどの利点が

スキルス胃癌における内因性 estrOgen局在の

検索の試み一酵素抗体法を用いて一
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図 1 ス キルス胃癌における内因性 estrogen染 色陽性例

考えられている。一方,北 岡ら分は生化学的手法にて,

スキルス胃癌の20%に ERが 存在す ると報告 してい

る。われわれの検討では内因性 E2染色陽性率は25%で

あり,北岡らの報告 と同程度であった.北岡らはER陽

性例は全例女性であったとしているが,わ れわれの検

討では男性で E2染色陽性率が高かった。この点につい

ては今後さらに検討が必要 と考えられる。スキルス胃

癌では線維成分の増生が著明であるため,生 化学的

ER測 定法での cut‐o古値の設定にも問題が生ず る可

能性もあると考えられ,本酵素抗体法による内因性 E2

染色はスキルス胃癌におけるERの 存在の証明の有用

な手段になりうる可能性があ り,本 染色法とホルモン

依存性との関連の検索を合め今後さらに検討を加えた
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